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平成３１年度 学校マネジメントシート 
 

【様式】 
   

学校名（特別支援学校玉城わかば学園） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 自立をめざし、子どもたち一人ひとりが輝く玉城わかば学園 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

・よく学び、よく遊び、いきいきと生活する子ども 

・すすんで社会に参加する子ども 

ありたい 

教職員像 

特別支援教育のスペシャリストとして、常に資質向上に努め、児童生徒・保護者・地

域から信頼される教職員 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手と

そこからの要

求・期待 

＜児童生徒＞ 

卒業後に必要な自立や社会参加のできる確かな力を育ててほしい。 

＜保護者＞ 

子どもたち一人ひとりの育った背景を理解し、個に応じた教育的ニーズを把握し、

適切な指導及び必要な支援を行ってほしい。 

＜ 地域 ＞ 

地域における特別支援教育の充実と推進のため、常にセンター的機能を発揮してほ

しい。 

 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜保護者＞ 

子どもたちを理解し、個に応じた

適切な指導及び必要な支援を行

ってほしい。子どもたちの一番の

理解者でいてほしい。 

＜学校等の各機関＞ 

特別な支援が必要な子どもたち

への指導について、支援、助言、

情報発信をしてほしい。 

 

＜保護者＞ 

学校あるいは関係機関と連携し、密接な協力

関係をもって、家庭における指導を進めてほ

しい。 

＜学校等の各機関＞ 

特別な支援が必要な子どもたちへの全校的な

支援体制を確立し、指導する教員の専門性を

向上させ、発達障がいを含む障がいのある児

童生徒の指導を充実してほしい。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

・平成 31年度の本校児童生徒数は、今年度より減少する見込みであり、それに伴っ

て教員数も減少する。一部の学部では、従前から実施している形態での授業展開が

難しくなることも予想される。１２年間を見通した系統的な教育活動を行うとと

もに、より効率的で児童生徒個々の特性やニーズに対応した教育活動を模索する

必要がある。 

 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

・交流及び共同学習については、お互いに効果のある取組であるが、日程調整や準

備に係る時間の確保が課題である。 

・スクールバス避難訓練については、訓練として一定の成果はあるが、保護者への

通知文の表現等はわかりやすくする必要がある。 

・健康推進については、思春期の子どもへの性教育（研修・書籍・教材の確保を含

めて）を充実する必要がある。 

・教育活動については、学年割・学部割ばかりでなく、生徒の状況に応じで学年・学

部を超えた生徒集団で実施する教育活動があってもよい。 

学校 

運営等 

・教職員研修については、教職員アンケートの数値は高いが、研修によりどう教職員

の生徒へのかかわりが変わり、それによりどう生徒が変容したのか具体的に明らか

になるとよい。 

・教職員の専門的な指導力を向上するとともに、新学習指導要領に対応した授業が実

施できるよう研修体制を充実する必要がある。 

・児童生徒数の減少に伴い、現在あるコース制（普通コースⅠ類・Ⅱ類、職業コース）

の見直しが必要である。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 
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３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

○教育実践の充実 

・児童生徒一人ひとりの個性を尊重し、あらゆる場面で人権を尊重する組織づくりの強化に努め

る。 

・児童生徒一人ひとりの特性・可能性を的確に把握し、高等部卒業後の生活や進路を見据え、各

学部段階におけるキャリア教育の視点を踏まえて、個々に応じた充実した教育実践に取り組む。 

・一人ひとりの自立と社会参加をめざし、保護者や関係機関との話し合いや連携を密にして、指

導や支援を進める。 

○特別支援学校としての教員の専門性とセンター的機能の充実 

・特別支援学校に勤める教職員としてのさらなる専門性の向上をめざし、教職員各自が自らの課

題を意識して研修活動に取り組む。また、毎日の授業力の向上をめざし、授業公開などの機会

を通じて、地域へその持ちうる力量を公開し還元する。 

・地域の特別支援教育のセンター的機能を発揮する学校として、市町教育委員会及び関係機関等

との連携を深め、小・中・高等学校等に対する支援の充実を図る。 

 

学
校
運
営
等 

○安心・安全な学校生活の保障 

・児童生徒にとって安心・安全な学校づくりをめざす。そのためにも、学校危機管理体制のさら

なる充実をめざす。 

・大規模災害に対する様々な非常事態を想定した対応ができる備えを進める。 

○学校運営の取り組み 

・学校組織の全体的な見直しを図り、より機能的、効果的な体制で学校運営を行う。 

・保護者や地域の期待、要望を把握し、随時学校運営に反映する。 

・全ての教職員が、本校の社会的使命と役割を自覚し、児童生徒・保護者・地域から信頼される教

育活動を実践する。 

・教職員の総勤務時間の縮減を図り、個人の健康に配慮し合える環境づくりをめざす。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

教育課程・

学習指導 

○学習指導要領に沿った授業を行う。 

【活動指標】 

・学習指導要領に示された各教科の目標や内容等を、児童

生徒の実態を踏まえ適切に取扱う。 

・各教科等を合わせて指導を行う場合でも、各教科等に示

す内容を基に、具体的に指導内容を設定する。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、学習指導要領の内容を理解

し、概ね学習指導要領に沿った授業を実施できたと答えた

割合：８０％以上 

 

○児童生徒の生活年齢だけではなく発達段階による学習集

団での教育活動も実施する。 

【活動指標】 

・児童生徒の教育的ニーズを把握し、学部を超えた発達段

階による学習集団での教育活動も実施する。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、児童生徒の教育的ニーズに合

う教育活動が概ね実施できたと答えた割合：８０％以上 

 

〇学習指導要領 

・新学習指導要領の内

容を学習する校内研

修を行った。 

・各教科等を合わせた

指導については、何の

教科を合わせている

かを明確にするため

に内訳表を作成した。 

◎達成率９０％ 

〇発達段階による活

動 

・高等部作業学習、体

育、中学部体育におい

て縦割りグループを

編成して発達段階に

応じた指導を行って

いる。 

◎達成率９７％ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 
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○学部間交流を実施し、学部を超えた交流を実施する。 

【活動指標】 

・学校生活の中で可能な場面において学部間交流を実施す

る。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、学部間交流を通して、お互い

を認め合う人間関係が概ね形成できたと答えた割合：８

０％以上 

〇学部間交流 

・高等部の生徒が小学

部、中学部において本

の読み聞かせを行っ

た。高等部と中学部の

一部生徒で、ボッチャ

を行い、高等部生徒が

ゲームのルール説明、

進行を行った。高等部

と小学部が合同で芋の

収穫を行った。 

・中学部生徒が小学部

に簡単なプレゼントを

作り、メッセージカー

ドを添えて手渡した。 

◎達成率７３％ 

※ 

進路指導 ○卒業後も地域の中で安心して、自分らしく暮らしていけ

るよう、計画的・組織的にキャリア教育を進め、進路希望

の実現と地域生活への円滑な移行を図る。 

【活動指標】 

・保護者対象の進路説明会や、地域の事業所を対象とした

学校見学会を実施する。 

【成果指標】 

・高等部生徒の進路希望が実現できた割合：８０％以上 

〇キャリア教育の推進 

・中学部、高等部各学年

で保護者対象の進路説

明会を実施。それぞれ

の時期に応じた説明を

行い、個に応じた指導

を行った。 

・福祉事業所や企業対

象の学校見学会を実

施。学校の現状や児童・

生徒の様子を理解して

いただいた。 

◎高等部３年生３１名

（１名は未決定）の進

路先が決定。成果指標

８０％達成 

※ 

生徒指導 ○スクールバス・自主通学とも、安全な通学支援を実施す

る。 

【活動指標】 

・保護者やスクールバスの介助員と十分な情報交換を行

う。 

・登下校指導や交通安全指導を行う。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、概ね児童生徒に交通安全を意

識させることができたと答えた割合：８０％以上 

○安全な通学 

・時刻表を交通状況に

合わせ令和 2年 1月改

訂。 

・介助員との情報交

換、児童生徒の個別緊

急時対応マニュアル

の作成 (介助員に周

知)、バス内での応急

処置研修を行った。 

・自主通学生の登下校

指導や、交通安全教室

(自転車)により、自転

車のマナーや交通安

全の意識が向上した。 

◎達成率８９％ 

※ 
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保健管理 ○児童生徒一人ひとりの実態を把握し、健康な心身の成長

を支援する。 

【活動指標】 

・定期的に身体測定や健康診断を行う。担任・養護教諭等

での情報交換や、児童生徒との日々の会話などから、身体

や行動の状態把握をする。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、児童生徒の健康状態について

把握するよう概ね意識して取り組めたと答えた割合：８

０％以上 

 

〇健康な心身の成長 

・健康診断・各主検診

による児童生徒の状

態を把握した。 

・体重測定により、体

重増が心配される児

童生徒に働きかけを

行い、意識を高めた。 

・登下校時の観察、担

任との情報交換から

心身の変化の把握に

努めた。 

◎達成率９２％ 

※ 

 

 

 

 

○美味しく安心できる給食を提供すると共に、健康で生き

生きした生活を送るために食育指導を充実させる。 

【活動指標】 

・安全な給食を提供するため、環境管理と細心の注意を払

う。 

・発達段階に応じた食に関する指導と調理する人への感謝

の気持ちや食材への興味を育てるような活動に取り組む。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、概ね児童生徒に食に関する興

味関心や調理する人への感謝の気持ちを高めることができ

たと答えた割合：８０％以上 

 

〇安心できる給食 

・異物混入発生を防ぐ

為に、調理服、調理器

具、食材の管理を徹底

した。 

・食への関心や作って

くれる人への感謝の

気持ちを育む食育に

取り組み、調理員に

｢ごちそうさま｣と言

ったり、感謝の気持ち

を伝えたりできた。 

◎達成率 ９１％ 

※ 

 

 

 

 

○児童生徒の発達段階に応じた性教育を実施する。 

【活動指標】 

・教職員の研修を実施すると共に、児童生徒の発達段階に

応じた性教育を実施する。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、児童生徒の教育的ニーズに合

う性教育が概ね実施できたと答えた割合：８０％以上 

〇発達段階に応じた

性教育 

・学部、学年に応じた

性に関する学習（清

潔・人との関わり方・

身体について）によ

り、身だしなみ等の意

識が向上。 

・外部講師による教職

員の研修会、生徒（中・

高）の学習会により、

意識が高まった。 

◎達成率７６％ 

 

 

※ 

 

 

 

 

改善課題 

○学部間交流においては、学部を越えた交流を行ったことで、高等部や中学部の生徒が感謝を伝えられ

ることで達成感を感じたり、小学部の児童が高等部の生徒が来てくれることを楽しみにしたりとお互

いを認め合える活動を行うことができた。今後も継続していく。 

○スクールバスの運行については、昨年度の保護者からの要望を受け、中学部では個別懇段会で児童生

徒一人ひとりの様子を保護者に伝えたので、今後は各学部に広げていく。保護者の「介助員さんから直

接聞きたい」という声もあるので、来年度はその実施方法を検討する。 

○性教育については、学部、学年の実態に合わせた学習を行った。子どもたちの意欲が高まったことが感

じられたので、継続する。 
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（２）学校運営等 
学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

不祥事の根絶 ○「三重県立特別支援学校玉城わかば学園教職員倫理規定」

を定期的に確認し、常に意識して行動する。 

【活動指標】 

・年３回（各学期１回ずつ）、意識して行動できたか確認する。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、概ね意識して行動できたと答えた割

合：１００％ 

 

○「信頼される学校であるための行動計画」チェックリストを定期

的に実施し、常に意識して行動する。 

【活動指標】 

・年３回（各学期１回ずつ）、チェックリストを実施する。 

【成果指標】 

・全ての項目：９０％以上 

・「倫理規定」「チェックリ

スト」共に、５月と９月と２

月に行った。特に９月は

個別面談で確認した。

「風通しの良い職場環

境づくり」の項目が低

い。年齢・経験年数・本

校での勤務経験年数の

差で、物が言いにくいこ

とに加え、他学部・他学

年・他クラスのことにつ

いては言いにくいという

教職員の実態が明らか

になった。 

・年度途中からヒアリハ

ットを報告書にまとめ回

覧することで意識を高

めるようにした。 

◎達成率１００％ 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

教職員研修 

 

○実効性のある教職員研修を実施し、専門的な指導力を向上

すると共に、新学習指導要領に対応した授業が実施できるよう

教職員の意識向上を図る。 

【活動指標】 

・新学習指導要領について研修する。 

・各教科等の目標・内容の系統表を作成する。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、新学習指導要領について概ね理解

し意識向上が図れたと答えた割合：８０％以上 

〇専門性の向上 

・小中高等部教職員混

成の教科等グループ研

修を８回実施し、新学習

指導要領の内容と系統

性の理解及び指導案の

作成・実施した。また各

教科等の目標・内容の

系統表を作成した。 

◎達成率８２％ 

◎ 

センター的 

機能の充実 

○地域の学校や関係機関と連携しながら、教育相談や公開講

座などを実施する。 

【活動指標】 

・教育実践研修：小中は６月と１０月、高は１学期に実施する。 

・夏季講座：年１回実施する。 

・地域支援：依頼に基づき随時実施する。 

※伊勢まなび高等学校における通級指導についても、支援

を行う。 

【成果指標】 

・参加者へのアンケートで、概ね満足と回答した割合：８０％以

上 

○教育相談、公開講座

等 

・教育実践研修は、小

学部２名の参加のみ。

今後の方向性につい

てアンケートをとり、

来年度から、候補日も

追加、２日から１日の

研修に変更する。 

・夏季講座は、夏季休

業中に本校の ST によ

る研修を行った。 

◎達成率 概ね満足と

回答した割合９０％以上 

・巡回相談では依頼を

受けた相談に全て対

応できた。各校２回の

原則を目途に実施し

ているが、相談件数は

※ 
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増えてきている。ま

た、伊勢まなび高等学

校への支援も行った。 

 

危機管理 

 

○より充実した避難訓練を実施する。 

【活動指標】 

・従来の活動に加え、消火訓練を実施したり、ヘルメットを着用

して避難するようにする。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、ヘルメットの着用について、事前指

導・事後指導も含めて、概ね児童生徒に意識させることができ

たと答えた割合：８０％以上 

○備蓄品・備蓄食品の保管方法を改善する。 

【活動指標】 

・防災倉庫の備蓄品や備蓄食品を安全な場所に移動する。 

・教室保管の児童生徒用備蓄食品の保管方法を改善する。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、より適切な保管方法に改善できたと

回答した割合：８０％以上 

 

 

 

 

 

○不審者対応について検討する。 

【活動指標】 

・職員対象の不審者対応研修を実施する。 

・児童生徒への啓発をする。 

【成果指標】 

・教職員アンケートにより、概ね不審者対応について理解でき

たと答えた割合：８０％以上 

○避難訓練 

・第１回避難訓練では、

９割以上の児童生徒が

ヘルメットを着用でき

た。第２回は特別教室

にいる生徒が多かった

ため、着用率は７割以

下となった。 

○備蓄品等の保管 

・防災倉庫の備蓄品・備

蓄食品の一部について

は分散して校舎内に保

管した。 

・教室保管の児童生徒

用備蓄食品は、賞味期

限を１年以上のものと

し、年度末に持ち帰り次

年度初めに新たに持っ

てくる方法に切り替え

た。 

◎達成率９０％以上。 

○危機管理部夏季研

修会において実技を交

えながら不審者対応研

修を行った。参加者の

約９割が理解できたと答

えた。 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

働きやすい 

職場環境作り 

○健康で働きやすい職場環境作りのために、総勤務時間の

縮減に取り組む。 

【活動指標】 

・「ノー会議、ノー残業デー」（定時退校日）：月１回設定す

る。 

８月は全日「ノー残業デー」とする。 

・職員会議等の時間設定：１時間以内とする。 

・部活動休養日の設定：１週間のうち１日は休養日とする

（日曜日）。活動時間は、平日は、２時間以内とする。 

・時間外労働：月１人あたりの平均時間外労働時間を前年

度比で５％削減する。  

・休暇取得：年間休暇取得日数を前年度比で年０．５日増

加する。 

【成果指標】（  ）内の値は平成３０年度の実績 

・定時に退校できた職員の割合：９０％以上（８８％） 

・職員会議１時間以内の実施率：９２％以上（９１％） 

・活動日、活動時間の守れた割合：１００％（１００％） 

 

・月平均時間外労働時間：６．４時間以下（６．８時間/月） 

 

・年間休暇取得日数：１８日以上（１７日４Ｈ/年） 

 

 

 

〇総勤務時間の縮減 

・定時退行日の意識は

高まっているが、一部

教員の退勤が遅くな

ることが多く、仕事の

偏りが心配される。  

・総勤務時間の集計に

ついて、昨年度よりも

実数が入力される割

合が増えている面も

ある。 

 

◎達成率（１月末） 

・定時退行９１％ 

・職員会議８０％ 

・部活動休養日１０

０％ 

・月平均時間外労働時

間７．６時間/月 

・休暇取得日数１２日

３Ｈ 

※ 
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改善課題 

○「倫理規定」「チェックリスト」から、年齢・経験年数・本校での勤務経験年数の差などから、職員間

で物が言いにくいことがある。管理職に相談してもらうことで、気になることを放っておかない職場づ

くりを行う。 

○教職員研修を新学習指導要領の学習をテーマに 8 回連続で行った。実効性のある研修会を考えたとき

に来年のテーマをどうするか検討する。 

○センター的機能の充実にかかわって、教育実践研修の参加人数が減っていることから、来年度の実施

方法について検討する。巡回相談は、相談件数が大幅に増えているので、市町教委に回数制限をお願い

して対応する。 

○防災倉庫の備蓄品・備蓄食品の安全な場所への移動は一部終了したので、継続して取り組む。 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになっ

た改善課題と

次への取組方

向 

○性教育は、来年度以降も継続してほしい。このような機会があることで、子どもが知

りたくても聞けないことを知ることができたり、間違った認識をただすことができ

る。また、保護者もどう教えたらよいのか分からないので、親子で参加できる機会も

あるとよい。地域でも同様の課題があるので、このような機会があるときには、学校

関係者評価委員にも案内してほしい。 

○スクールバスの中でのトラブルで悩みを抱えている児童生徒もいる。また、保護者は

スクールバスの中での様子がほとんどわからない。来年度は、ぜひ保護者とスクール

バスの介助員が情報交換できる場を設定してほしい。 

○教育実践研修の参加者が少ないようだが、現場のニーズが変わってきているのではな

いか。小中学校の教員も、学校を離れて研修に出にくい状況があるのではないか。 

○チェックリストで行動を確認するのも大切だが、教員それぞれの感覚で捉え方に差が

あるので、周りから見たときにどうなのかという視点が必要ではないか。 

○パーソナルカルテの活用について、課題がある。切れ目のない支援のために活用する

ものだが、保護者の意識も２極化しているし、関係機関もあまり意識していないとこ

ろもある。児童生徒の支援情報を円滑に引き継ぐために、活用できるような仕組み作

りが必要である。 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

○学部間交流により学ぶことも多いので、引き続き学部を超えた取り組みを実施する。 

○保護者にスクールバス内の様子を伝える取り組みを充実させ、保護者と介助員が情報

交換できる場の設定を検討する。 

○周りの人たちに感謝の気持ちを育む教育を継続する。 

○性教育については保護者も参加できる機会も設け、継続する。 

○子どもの姿の変容をもって、取り組みの評価を行う。 

学校運営につ

いての改善策 

○不祥事に繋がりそうなヒヤリハットについては情報共有し、誤解を招く行動をしない

ように、常に意識する。また、まわりの気になる行動は、管理職まで情報が入るよう

にする。 

○教職員のスキルを向上するための研修を継続する。 

○教育実践研修は、現場のニーズを把握したうえで見直す。 

○防災備蓄品を安全に保管できるよう移動させる。 

 


